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事業再評価－国道道路改築事業－
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１．事業箇所図
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２－１．事業の目的 ～地域高規格道路とは ～
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東関東自動車道

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）

銚子連絡道路

千葉東金道路東京湾アクアライン

茂原一宮道路

●高規格幹線道路と一体となって、規格の高い幹線道路ネットワークを形成す
る道路
● ２車線以上を車線を確保し、自動車専用道路、もしくは、これと同等の

高い規格を有し、概ね６０km/h以上の走行サービスを提供

●国土交通省により指定

高規格幹線道路

80～100km/h

地域高規格道路

概ね60km/h以上

広域的な幹線道路

30～40km/h

２－１．事業の目的 ～地域高規格道路とは ～
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２－２．事業の目的

■南房総地域の周遊性を高めます

茂原一宮大原道路

鴨川大原道路

館山鴨川道路

２－３．事業の目的

時間短縮
８４分⇒７７分⇒６７分６７分
(H17)      (H18)     (H22)

■圏央道、茂原一宮道
路等の整備により、半
島地域～京浜地区間の
所要時間を大幅に短縮
し、半島地域の活性化
を支援します。
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２－４．事業の目的

■交通の機能分担

茂原一宮道路
(国道409号)
Ｌ＝１１km

３．事業の概要
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館山市

大原町

一宮町
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３．事業の概要
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茂原一宮道路（国道128号・409号）

終
点

一
宮
町
一
宮

起
点

長
南
町
千
田

調査区間

整備区間

L=11.4km

L=7.2km

平成12年度 新規事業化
平成13年度 用地買収着手
平成14年度 工事着手

（仮称）茂原長南IC

重点整備区間
Ｌ＝７００ｍ

茂
原
市
三
ヶ
谷

３－２．事業の概要

計画断面図

起点側から

茂原市方面を望む

道 路 規 格 第３種第２級
設 計 速 度 60km/h
全体事業費 約149億円

（単位：ｍ）
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４．事業の進捗状況

対象区間事業費 149億円

残事業費 104億円

事業進捗率 30.4％

用地取得率 51.2％

茂原一宮道路（国道128号・409号）
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茂原一宮道路（国道128号・409号）
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７００ｍ区間
長南町区間
３．３km

平成22年度開通予定

５．社会経済情勢等

（１）圏央道の整備状況

（仮称）茂原長南（仮称）茂原長南ICIC

木更津東木更津東ICIC

都心から半径４０㎞～６０㎞
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５． 社会経済情勢等
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（２）周辺交通の状況
国道128号の交通量の変化

出典）道路交通センサス
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国道409号の交通量の変化
＜国道１２８号：H17＞
観測地点：一宮町宮原540
交通量(平日)：15,278台/日
大型車混入率：8.2%（12h）
混 雑 度：1.12（12h）

＜国道４０９号：H17＞
観測地点：茂原市上茂原168
交通量(平日)：16,623台/日
大型車混入率：11.4%（12h）
混 雑 度：1.25（12h）

出典）道路交通センサス

●費用及び便益算出の前提
基準年次 ：平成２１年
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率 ：４％

●費用及び便益算出の前提
基準年次 ：平成２１年
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率 ：４％

●便益の算出●便益の算出

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

●費用の算出●費用の算出

道路整備に
要する事業費

道路維持管理に
要する費用

●費用便益分析の実施（Ｂ/Ｃ）●費用便益分析の実施（Ｂ/Ｃ）

社
会
的
割
引
率

社
会
的
割
引
率

便益の現在価値（Ｂ）便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）費用の現在価値（Ｃ）

現在価値の算出

６．事業の投資効果（費用対効果）
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６．事業の投資効果
（費用対効果）

主な便益のルート図

便益の範囲

６．事業の投資効果（費用対効果）

総便益(B)：169億円

総費用(C)：142億円

Ｂ／Ｃ＝１．２

維持修繕費
７億円

便益（B) 費用（C)

走行時間短縮便益
１５８億円

改築費
１３６億円

交通事故減少便益
８億円

走行費用減少便益
３億円
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７．コスト縮減等

設計ＶＥの活用によるコスト縮減

道路幅員構成の見直し

圏央道インターチェンジとの交差形状の見直し など

重点整備区間の設定による投資効果早期発現
1)国道409号から（仮称）茂原長南ＩＣ L=約0.7km
2) （仮称）茂原長南ＩＣから県道茂原大多喜線 L=約4.0km
3)県道茂原大多喜線から広域農道 L=約2.5km

７．コスト縮減等
■幅員構成の変更
【変更前：幅員11m】

【変更後：幅員9.5ｍ】

圏央道IC

至茂原

茂原一宮道路

【変更前】

センターランプ橋梁

圏央道IC

至茂原

茂原一宮道路

【変更後】

平面交差案

至

国
道
４
０
９
号

至

国
道
４
０
９
号

■交差点形状の変更
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７．コスト縮減等

≪区間１≫

L=0.7km L=4.0km L=2.5km

≪区間２≫ ≪区間３≫
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広
域
農
道

圏
央
道

（仮称）
茂原長南IC

重点整備区間の設定による投資効果早期発現
1)国道409号から（仮称）茂原長南ＩＣ L=約0.7km
2) （仮称）茂原長南ＩＣから県道茂原大多喜線 L=約4.0km
3)県道茂原大多喜線から広域農道 L=約2.5km

L=700m

８．対応方針（案）

【理由】

地域高規格道路として、アクアや圏央道の整備効
果を外房地域へ広く波及させ、観光産業や物流活
動などあらゆる経済活動の支援には、整備が不可
欠。

圏央道の供用開始に合わせて、国道４０９号から
（仮称）茂原・長南インターチェンジ間約７００ｍの供
用開始を図る必要がある 。

継続継続
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